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香川大学教育学部は、学士課程の資質保証の取り組みの一環として、平成23年５月に教育実習の評価の観

点と評価指針を策定しました。学生諸君においては、大学における学び、教育実習期間中の学びの参考と

し、「力のある教師」に成長する基盤を培ってほしいと願っています。

教育実習は、教員養成カリキュラムの中核となる授業です。大学における多様な学びを総合し、学校現場

で様々な教育実践を行います。多様な関わりの中で、自らの実践を省察し、実践的指導力の礎を培っていき

ます。子どもたちの前に教師として立つにあたり、高い意欲と志、教育に関わる基本的な知識・理解を十分

に身に付けていることが求められます。

教育実習の評価に関しては、教育実習におけるすべての活動を対象として、「教職への使命」「対人能

力」「子ども理解」「指導力」「探究心」の大区分による評価の観点を採用します。

教育実習は無遅刻無欠席であることが求められます。教育実習期間中の出席日数が必要日数の４／５未満

である学生には、単位認定することはできません。

また下記の４条件を単位認定のための最低到達基準とします。（シラバスを参照すること）

① 教師として最低限必要な倫理観や道徳観を身に付けている。

② 子どもとコミュニケーションをとることができる。

③ 実地指導に基づいて１時間の学習指導案（幼稚園：１つの活動指導案）を立案できる。

④ １時間の授業 （幼稚園：１つの活動の指導）（公開・採点）を遂行できる。
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